COVAX 適格 国 お よび 上 位 中 所 得 国 に お ける ワク チン 接種 費用 440 
億 ドル の シェ ア 


WCOVAX 適用 国 上 位 中 所 得 国 
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COVAX 対象 国 の 費用 は 280 億 ドル で 、 残 り は 中 所 得 国 で 


パン デミ ッ ク を 終息 させ る た め に 必要 で す 。 


先進 国 の 国内 の 刺激 策 と パン デミ ッ ク の 抑制 に これ まで に 費 
や され た 募 大 な 金額 (最新 の 米国 の 刺激 策 だ け で 1 兆 9000 億 
ドル ) を 考え る と 、 特 に 別 の 感染 の 急増 の コス ト と 比較 し た 
場合 、 よ り 包 括 的 な 予防 接種 に 必要 な 金額 は 最小 限 で す . そ 
れ で も 、 こ の 440 億 ド ル は ドナ ー か ら の 追加 の コミ ッ ト メ ン 
ト か ら 得 られ る 可能 性 は 低く 、SDR の 創造 的 な 使用 へ の 道 
が 開か れ ま す 。 
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解決 策 : SDR で 資金 調達 の ギャ ッ プ を 


埋め る 


解決 策 は 、 よ り 裕 福 な 国々 が 自発 的 に 再 配分 する こと を 約束 
する こと で す 。 rr 即時 の パン デミ ッ ク 対 応 か ら 始 め て 、 発 展 
途上 国 に さら な る 支援 を 提供 する た め に 、1.,000 億 ドル 以上 の 


不要 な SDR。 


貢献 する 国 と 、 彼 ら が 再 利用 する こと を 望ん で いる 割り 当て 
の 部 分 に 応じ て 、1,000 億 ドル の 目標 を 達成 する の に 適し た 
いく つか の も っ と も らし い シ ナリ オ が あり ます 。1.000 億 ド 
ル は 達成 可能 な 目標 で す が 、 先 進 国 の 支援 が あれ ば 超え られ 


る 可能 性 も あり ます 。 


再 配分 シナ リオ : 1,000 億 ドル に 到達 


シナ リオ 1 


すべ て の IMF の 「 先 進 国 」*" 新 し 
い SDR 割り 当て の 一 部 を 再 割り 当 
て する こと を 約束 する 米国 を 除く 





1,000 億 ドル に 達する た め に 必要 な 
再 神 り 当て 


3590 





シナ リオ 2 


すべ て の IMF の 「 先 進 国 」*「 米 国 
が 新しい SDR 割り 当て の 一 部 を 再 
割り 当て する こと を 約束 する こと を 
含む 」 





1,.000 億 ドル に 達する た め に 必要 な 
再 割 り 当 て 


2596 


シナ リオ 3 

すべ て の IMF の 「 先 進 国 」* 米 国 と 中 
国 を 含む 、 彼 ら の 新しい SDR 割り 当 
て の 一 部 を 再 割り 当て する こと を 約 
束 


1,000 億 ドル に 達する た め に 必要 な 
再 視 り 当て 


2390 





* IMF は 、 オ ー ス トラ リア (AUS)、 オ ー ス トリ ア (AUT)、 ベ ルギー (BEL)、 カ ナダ (CAN)、 キ プロ ス (CYP)、 チ ェ コ (CZE)、 デ ンマ ー ク (DNK)、 エ スト ニア ( EST) 、 フ ィ ン 
ラン ド (FIN) 、 フ ラン ス (FRA) 、 ド イツ (GER) 、 ギ リ シ ャ (GRC) 、 ア イス ラン ド (ISL) 、 ア イル ラン ド (|IRE) 、 イ スラ エル (ISR) 、 イ タリ ア (ITA) 、 日 本 


(JAP) 、 韓 国 、 代 表 (KOR)、 ラ トビ ア (LVAJ、 リ ト ア ニア (LTU)、 ル クセ ン ブ ル グ 

















LUX)、 マ ル タ (MLT)、 オ ラン ダ (NED)、 ニ ュー ジー ラン ド (NZ)、 ノ ルウ ェ ー (NOR)、 


ポル ト ガ ル (PRT)、 サ ンマ リノ (SMR) 、 シ ン ガ ポー ル (SGP) 、 ス ロバ キア 共和 国 (SVK) 、 ス ロ ベ ニ ア (SVN) 、 ス ペイ ン (ESP) 、 ス ウェ ー デ ン (SWE) 、 ス イス 











(SWZ) 、 英 国 (UK) 、 米 国 (US) 
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し か し 、 リ サイ クル され た SDR は 、 最 終 的 に どの よう に し て 
パン デミ ッ ク 対 応 に 向け られ る の で し ょ うか 。 次 の ペー ジ 

で 、4 つの 提案 の 強み と 全体 的 な 実行 可能 性 を 暫定 的 に 検討 
し ます 。 これ ら は 、IMF や その 他 の 利害 関係 者 に よる 今後 数 
か 月 の さら な る 評価 に 値 し ます 。 最 適 な 選択 肢 は 、IMF 株 

主 、 過 剰 な SDR を 保有 する 株 主 の 間 で の 機関 投資 家 の 革 新 
に 対す る 欲求 、 お よび IMF の 外部 の 選択 肢 を 検討 する 意欲 に 
か か っ て いま す 。 


これ ら の オプ ショ ン は 、 パ ン デ ミッ ク 対 応 、 特 に ワク チン 調 
達 の た め に 再 割り 当て され た SDR の 使用 を 優先 し ます が 、 
IMF の 貧困 削減 成長 トラ スト (PRGT) を 利用 する 差し 迫っ た 
機会 が あり ます 。『 低 所 得 国 へ の ベー スラ イン 支援 を 拡大 
し 、 中 所 得 国 に 対し て も 同様 の こと を 行う た め の 一 般 財源 勘 
定 。 IMF と その 株 主 は 、 こ れ ら の 施設 を で きる 限り 迅速 に 利 
用 する こと を 目指 すべ き で す 。 す べ て の シナ リオ で 、IMF の 
既存 の 専門 知識 を 補完 し 、 各 国 の パン デミ ッ ク 対 応 の ニー ズ 
に 沿っ て リソー ス が 最終 的 に 配置 され る よう に 、 適 切な ガバ 
ナン ス 構 造 を 導入 する 必要 が あり ます 。 





* PRGT は 、 低 所 得 国 を 支援 する た め の IMF の 譲 許 的 融資 窓 
国電 強 。 
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ワク チン 調達 の た め の SDR 再 配 分 の 活用 


PRGT の 活用 


こ 目 を 向け る 


IMF の 外 !【 


組織 的 に 連携 


既存 の 窓 s 


ドナ ー は 、 新 し い SDR 割り 当て の 一 部 を 、Rapid Credit Facility 

(RCF) か ら の 融資 に 充て る た め に 、PRGT に 約束 し ます 。:。 

ロー ン の 収益 は 、 受 領国 が GAVI また は 同様 の 手段 を 通じ て ワク チ 
ン の 調達 に 資金 を 提供 する た め に 使用 され ます 。 パ ン デ ミッ ク 対 

応 / ワ クチ ン 調 達 の た め の 資金 の 使用 は 、 各 融資 の リス ク 評 価 に 組 
み 込 まれ る 可能 性 が あり ます 。 


ツ 流行 へ の 対応 は 、 以 前 は RCF ロ ー ン 評価 基準 に 含ま れ て いま し た 
(エボ ラ ) 

ツ RCF ロー ン は 1 回 の 支払 いで 展開 され ます 。 

QRCF ロー ン は 特定 の 目的 の た め に 条件 付け られ な い 事後 レ 

〇 ビュー また は 執行 の 欠如 

Q 補助 金 勘 定 を カバ ー す る 追加 の 補助 金 資金 が 必要 で あり 、 現 
在 の 補助 金額 は 推定 50 億 ドル を 超え る 融資 を サポ ー ト する 可 
能 性 が ある PRGT の 下 で の 融資 上 限 は すべ て の 国 に 適用 され 

Q、 る 適格 な PRGT 適 格 国 は 63 力 国 の み ( 低 所 得 ) 実装 

Q 

e】 


SDR 承 認 機関 


ドナ ー は 、 新 し い SDR 割り 当て の 一 部 を 、 世 界 銀 行 な ど の IMF 承 
認 機関 に 約束 し ます 。 承認 され た 機関 は 、SDR を 使用 し て 法定 通 
貨 を 取得 し 、LIC / MIC と メンバー と の ロー ン フ ァ シ リティ を 締結 し 
ます 。 ロ ー ン の 収益 は ひ 、 パ ン デ ミッ ク 対 応 / ワ クチ ン 接 種 に 資金 を 
提供 する と いう 条件 の 下 で 、GAVI また は LIC/MIC に 流れ る 可能 性 
が あり ます 。 


16 の 承認 され た 機関 が SDR を 保持 で きま す 

( 例 : 世界 銀行 IDA、 ア フリ カ 有 開発 銀行 ) LIC と MIC を 支援 
KGE3) 

返済 条件 は 、 承 認 さ れ た 機関 が 設定 で きま す これ ら の ロー ン の 
利息 は 、 少 額 の 補助 金 で 、 ま た は 承認 され た 機関 の リソー ス と 
ブレ ンド し た 後 、 ゼ ロ 近 くま で 減ら すこ と が で きま す 


SS SS く ヘ 


ツ SDR の 権利 を 引き 続き 保持 する た め 、SDR の 貸し 手 に は 限ら 
れ た / 無 利息 

Q、 承認 され た 機関 内 で の 新しい プロ グラ ム の 設計 と 承認 の タイ ム 
ライ ン が 不 確 実 

Q、 金利 引き 下げ の た め の 補 助 金 を まかなう た め の 追 加 の 助成 金 
の 必要 性 


制度 的 イノ ベー ショ ン 


新しい 窓 


ドナ ー は 、 パ ン デ ミッ ク 対 応 に 固有 の PRGT の 下 で 、 新 た に 確立 さ 
れ た 融資 枠 に 新しい SDR 配分 の 一 部 を 約束 し ます 。 


ツ 新しい ウィ ンド ウ は 、LICs の 特定 の COVID 対応 の 必要 性 と 世界 
的 な ワク チン 対応 の 必要 性 を 中 心 に 設計 する こと が で きま す 。 


ツ 短期 的 な 負担 を 軽減 する た め に 返済 条件 を 作成 する こと が 
で きる 

Q、 設計 と 承認 の タイ ムラ イン が 不 確 実 

Q、 補助 金 勤 定 を カバ ー す る た め の 追 加 の 助成 金 の 必要 性 


〇 63 の PRGT 適 格 郡 の みか 適格 ( 低 所 得 ) どの レベ ル の 禁止 が 
Q 可能 か 不明 迅速 な 実施 を 確実 に する た め に 必要 な 株 主 の サ 
〇 ポー ト / 調 整 


民間 セ クタ ー を 巻き 込む 新しい 専用 車両 


SDR は 、 パ ン デ ミッ ク へ の 対応 と ワク チン の 調達 に 焦点 を 当て た 専 
用 の 資金 調達 手段 の 流動 性 / 返 済 源 と し て 使用 で きま す 。 た と えば 、 
民間 セク ター は 、 ド ナー の 資金 提供 に 支え られ た 債券 発行 で MDB と 
協力 する こと が で きま す 。 ド ナー に よっ て コミ ッ ト さ れ た 助成 金 
は 、 主 要 な 人 金融 機関 か ら 負 債 を 調達 する た め の 資 本 と し て 機能 し ま 
596 

機関 の ESG 配分 。 発 行 を 通じ て 調達 され た 資金 は 、 世 界 銀行 が 提供 
する 条件 と 同様 の 条件 で 、GAVI/ 他 の 機関 を 中 核 的 な 実施 パー トナ ー 
と し て 、LIC/MIC 諸国 に 流れ る 可能 性 が あり ます 。SDR、 当 初 の 配 
分 に よっ て 利用 可能 に な っ た も の 、 再 配分 され た も の 、 お よび それ 
ら が 提供 する 貸借 対照 表 容 量 は 、 ロ ー ン の 返済 源 と し て 使用 で きま 
す 。 


資金 が ワク チン 接種 に 直接 使わ れる こと を 確実 に する の に 効果 
的 適切 な 能力 を 構築 し 、 最 も 効率 的 な 展開 オプ ショ ン を 活用 す 
る 可能 性 

民間 セ クタ ー の 活用 (提供 され た ドナ ー 資 金 で 最大 4 倍 の レバ 
レッ ジ が 可能 ) 

これ ら の 融資 の 条件 は 、MDB の 融資 と 同等 の 可能 性 が ある 民間 
Q 部 門 の 役割 を 考え る と 、 承 認 の タイ ムラ イン は 不確か 提案 され 
Q、 た 債券 発行 の エク イ テ ィ ・ バ ックス トッ プ を カバ ー す る た め 
に 、 追 加 の グラ ント 資金 が 必要 


本論 へ 
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ゴー ル 2 
多国 間 開 発 銀行 の 奨励 


トド モア 


SDR の 発行 を 成功 させ 、 再 割り 当て され た SDR を パン デミ ッ 
ク へ の 包括 的 な 対応 に 活用 する こと は 、 世 界 的 な 連帯 の 価値 
を 再 確認 し 、 公 平 で 気候 に 焦点 を 合わ せ た 回 復 の た め の 政 治 
的 機運 を 生み 出す で し ょ う 。 そ こ か ら 、 気 候 変動 の 存在 の 脅 
威 に 立ち 向かう た め に 、 よ り 魅 力 的 で 持続 的 で 公平 な 形 の 開 
発 に 世界 の 投資 を 動員 する よう 努め な けれ ば な り ま せん 。 


これ に は 、 よ り 効 率 的 な MDB 投資 と 民間 資本 の 動員 に 支え 
られ た 、 世 界 的 に 調整 され た プロ グラ ム が 必要 で す 。 世界 銀 
行 は 、 景 気 後 退 に 対処 する た め に 、15 か 月 間 で 1,600 億 ド 
ル を 提供 する と 述べ て いま す 。zn。 し か し 、 こ れ は 世界 銀行 自 
身 が 必要 だ と 言っ て いる こと の ほん の 一 部 で す 。 


g 期 的 に は 、 国 際 復 興 開発 銀行 (IBRD)、 米 州 開発 銀行 
(IDB)、 欧 州 復興 開発 銀行 (EBRD)、 ア ジア 開発 銀行 (ADB) な 
どの MDB は 、 危 機 時 に 備え て 確保 し た 利用 可能 な ヘッ ド 
ルー ム 


- 結局 の と ころ 、 こ れ は 何 十 年 に も わた っ て 比類 の な い 人 危機 
で す 。 主 に 世界 銀行 で 利用 され て いる も の を 含む 自己 資本 比 
率 の 再 評価 を 通じ て 、 ド ナー 国 の 外貨 預金 に 負担 を か ける こ 
と な く 、 は る か に 高い 量 の 資本 を 調達 する こと が 可能 で す 。 

ある 格付 け 機 関 の 方 法論 に 基づく 推定 で は 、 ウ イル ス の 影響 
が 最も 大 きく 、 和 気候 変動 対策 投資 の 思 恵 が 最も 大 きく な る 中 
所 得 国 に 対し て 、 国 際 復 興 開発 銀行 の 融資 が 3,000 億 ドル を 
超え る 可能 性 が ある こと を 示し て いま す 。 これ は そう で は あ 
り ま せん 











これ ら の 金融 機関 の AAA 格付 け を 危う くす る こと な く 、 レ 
バレ ッ ジ 比率 の より 保守 的 な 見 通し で 動員 され る 可能 性 の あ 
る 追加 の 数 十 億 の IDA 資金 に つい て 言及 し て いま す 。 


すでに 世界 銀行 と 株 主 の 間 で 、 今 年 の IDA の 補充 に つい て 議 
論 が 行わ れ て いま す 。 世界 銀行 は また 、2021 年 か ら 2025 年 
まで の 気候 変動 行動 計画 を 最終 化し て お り 、 気 候 緩 和 を より 
本 質 的 に 開発 戦略 に 統合 する こと を 目指 し て いま す 。IDA の 

補充 の 可能 性 と IBRD の 早期 補充 の 可能 性 は 、 世 界 銀行 の 自 

己 資本 規制 の 改訂 こよ っ て 補完 され る 必要 が あり ます 。 そう 
する こと で 、 ド ナー 資金 を さら に 活用 で きる よう に な り 、 よ 
り 大 き な 影 響 力 を 生み 出す こと が で きま す 。 一 部 の ドナ ー の 
観点 か ら は 、 資 本 増強 の 会 話 も 
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パリ 協定 の 目標 を めぐ る より 明確 な 戦略 的 調整 の 必要 性 に 
本 質 的 に 関連 し て いま す 。 ぅ : 


G7 は 、 新 た な 資本 、 バ ラン スシ ー ト の 最適 化 、 民 間 資 本 の 動 
員 を 含む 、MDBs に 対す る 一 連 の 介入 の 包括 的 な 見 解 を す で 
に 検討 し て いま す 。 私 た ち は 、 当 面 の ステ ッ プ と し て 、G20 
財務 大 臣 が 世界 銀行 や その 他 の MDB の 自己 資本 比率 ルー ル 
の 外部 レビ ュー を 委託 し 、 テ ー ブ ル に 残さ れ て いる レバ レッ 
ジ を 実証 すべ き で ある と 考え て いま す 。 こ れ に より 、11 月 の 
MDB 改 革 に 関す る G20 合 意 の 準備 が 整い 、 年 末 ま で に 気候 に 
焦点 を 当て た 世界 的 な 回 復 に 拍車 を か ける た め の 資 源 が 解放 
され る 可能 性 が あり ます 。 


既存 の MDB シス テム が 、 気 候 変動 対策 と パン デミ ッ ク 対 応 
の 課題 に 対応 する た め に 必要 な 改革 を 実行 で き な い 場合 、 こ 
れ ら の 機関 以外 の 資金 調達 オプ ショ ン の 要求 は 必然 的 に 大 き 
く な り ま す 。 
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ゴー ル 3 
Theroleof 革新 的 
金融 と 民間 


公 的 部 門 は 単独 で それ を 行う こと は で きず 、 特 に 世界 的 な 回 
復 の 文脈 に お いて 、 民 間 資本 を 関与 させ る 努力 を 倍加 する 必 
要 が あり ます 。 民間 部 門 の 役割 は 、 世 界 の 開発 課題 の 解決 に 
関し て 、 潜 在 的 な 万 能 薬 と 呼ば れる こと が よく あり ます 。 
「SDGs」 と 「SDG の 資金 調達 ギャップ 」 へ の 言及 は 、 現 在 、 
イン パク ト フ ァ ン ド と ノン イン パク ト フ ァ ン ド の 両方 の 売り 
込み ブッ ク で ある 種 の 要件 で す . これ は 途方 も な い 進歩 を 表 
し て いる が 、 こ の 業界 は 、 議 論 を 裏付け る た め の さ ら な る 行 
動 を 切望 し て いる . 


投資 家 が 現在 の 低 金 利 環 境 で 利回り を 求め 、ESG へ の 関心 と 
あら ゆる 種類 の 投資 家 か ら の 影響 力 が 過去 最高 に 高まっ て い 
る こと か ら 、 公 的 開発 金融 エン ジン を 活用 し て 民間 セク ター 
に 群がる 条件 が 特に 整っ て いま す 。 





私 た ちの 見 解 で は 、 次 の よう な 介入 が 必要 で す 。 


加 
委 


パン デミ ッ ク へ の 対応 と 、 公 平 で 気候 に 焦 
点 を 当て た 回 復 の 差し 迫っ た ニー ズ に 対処 
する 





スケ ー ラ ブル で 持続 可能 な 





市 場 に 出 て いる 、 ま た は 2021 年 に 市 場 に 投 
入 さ れる 可能 性 が ある 


この 単純 な 一連 の 基準 は 、1 年 を 通し て 民間 資本 の 動員 に 針 
を 動か す 具体 的 な 方 法 に つい て 人 外交 指導 者 に 明確 な シグ ナル 
を 提供 し 、 融 合 さ れ た 金融 資金 と 構造 の 急増 する 状況 を 切り 
抜け よう と する 際 の 指針 と し て 機能 し ます 。 . 


この 行動 計画 の 文脈 に お いて 、 我 々 は 、 パ ン デ ミッ ク へ の 対 
応 と 回 復 に お ける 民間 部 門 の 大 規模 な 参加 を 促進 する 上 で 、 

MDB、 開 発 金 融 機 関 、 お よび その 他 の 公 的 部 門 の 金融 機関 が 
果たさ な けれ ば な ら な い 役 割 を 優先 し ます 。 た と えば 、 ワ ク 
チン の 資金 調達 に 既に 約束 され て いる 80 億 ドル 以上 を 民間 部 
門 の 投資 で 活用 し て 、440 億 ドル の ワク チン 資金 の 不足 を 完 
全 に 解決 で きた で し ょ うか 。 持続 可能 で 強 朝 な イン フラ 投資 
へ の 道 を 開く こと が で きる プロ ジェ クト の 準備 と リス ク 回 避 
の 仕組 み は あ り ま すか ? そ れ は 、 私 た ち が パ リ 協 定 の 目標 を 達 
成 し つ つ 、 途 上 国 の 経済 的 機会 を 増やす こと を 可能 に する の 
で すか ? どちら も 答え は イエ ス で す 。 
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進む べき 道 


新しい SDR の 発行 は 、 即 時 の 救済 を も た らし 、 多 国 間 協 力 
へ の 信頼 を 再 構築 し 始め ます 。 迅 速 な SDR の 発行 と 再 割り 
当て の メカ ニズム は 、 成 功 へ の 政治 的 勢い を 生み 出し 、 
MDB と 民間 セク ター の より 効率 的 な 関与 へ の 道 を 開く で 
し ょ う 。 


SDR の 割り 当て は 、 再 割り 当て の モダ リティ を 並行 し て 検 
討 で きる 協議 期間 の 後 、IMF の 6 月 の 理事 会 で 合意 され る 可 
能 性 が あり ます 。 真夏 まで に - お そら く 7 月 11 日 の ベニ ス 
気候 IFI サミ ッ ト ま で に - パン デミ ッ ク 対 応 の た め に 新しい 
資本 が 解放 され る 可能 性 が あり ます 。 こ れ ら の タイ ムラ イ 
ン は 、 


自己 資本 規制 に 関す る 独立 し た 外部 レビ ュー は 、G7 に よっ て 
要請 され 、7 月 の G20 財務 大 臣 会 合 に よっ て 委託 され る べき 

で ある 。 信 用 格付 け 手法 に 対し て スト レス テス ト さ れ た 具体 

的 な オプ ショ ン は 、G20 国際 金融 アー キテ クチ ャ ワー キン グ 
グル ー プ に 提出 され 、10 月 に ロー マ で G20 リー ダー に 提示 さ 
れ な けれ ば な り ま せん 。 野心 的 な 世界 銀行 の 気候 変動 行動 計 

画 、IDA の 補充 の 加速 、 保 証 や その 他 の メカ ニズム を 利用 し て 
民間 資金 を 大 規模 に 集結 させ る こと に 加え て 、 気候 に 焦点 を 

当て た 回 復 が 最後 まで に 動き 出す と 信じ る あら ゆる 理由 が あ 

り ま す 今 年 の 。 国 レベ ル の 脱 炭 素 化 計 画 と グリ ー ン リカ バ 

リー の 青 写真 に 向け られ る 可能 性 の ある 新しい 資金 


















































































































































あら ゆる 方 法 で 可能 で す 。 
発表 する copz。 で 信 さ れ ま し た 。 
グロ ロー バル な 復旧 タイ ムラ イン 
世界 銀行 G7 国連 総会 G20 
春の 例会 
G20 気候 と 
エネ ルギー 大 臣 
バイ デン の 気候 G20 フ ァ イ ナ ンス 世界 銀行 
3 ロ | ご いい 半 僚 SN 
記 や まこ 所 秋 の 会 COP26 
AN 
思 了 1 
Q ド 
【 : (9 K、 / 全 合 欠 念 k / 全 全 ( を (9 全 
4 月 五 月 六 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 
【 : (9 全 () ゃ * ( 〇 ) 登 9 人 全 全 (9 (6 人 
4 
だ = テロ N と = = 
1) 6500 億 ドル の SDR 1000 億 ドル 新規 で サイ ン オ フ 
画 割り 当て が 合意 され まし た 再 割り 当て され た 自己 資本 比率 
員 忠 モダ リティ で パン の SDR 8 の 和 に 
再 割 り 当 て の た め に | デミ ッ ク レ スポ ンス 目標 2 
目標 1 目標 1 
新しい 国 
6500 億 ドル の SDR 独立 を 求め る コミ ッ シ ョ ン MDB 中 鐘 
で の 割り 当て 凹み MDB 資 本 c 心 笑 部 の 適切 性 新しい ブレ ンド 
進捗 妥当 性 レビ ュー レビ ュー 金融 商品 
目標 1 目標 2 目標 2 目標 3 
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貢献 者 


ロッ ク フ ェ ラー 財団 は 、 

感謝 し て いま す この 企画 に 協力 し て く 
だ さっ た 以下 の 方 々 へ 。 い くつ か の 側 
面 が 異な る 場合 や 、 主 な 焦点 と な る 他 
の 事項 を 強調 し て いる 場合 が あり ま 
す 。 全員 が 、 こ の 世界 的 な ニー ズ の 時 
代 に 、 最 大 の 目的 意識 を 持っ て 貢献 し 
で きま し た 。 


Rt, 砺 ん 。 ヨード シブ ラウ シン 
グロ ー バ ル 教 育 担当 国 
連 特 使 


アマ ー ル ・ バ ッ タ リヤ 
上 級 研究 貞 
ブル ッ キ ング ス 研 究 所 


スン ダ ・ ブ リジット ・ ジ ョ ー ン ズ 
取締 役 社長 、 
政策 と 連立 

ロッ ク フ ェ ラー 財団 


リッ ク ・ ブ ライ ト 博 士 

パン デミ ッ ク 防 止 お よび 対応 担当 
上 級 副 社長 

ロッ ク フ ェ ラー 財団 


ジョ ー・ カ ー テ ィ ン 博 十 
ディ レク ター、 パ ワー& ク ライ メー 
ト The Rockefeller Foundation 


ジョ ン ・ デ ィ レ イニ ー 
会 
会 長 


アラ イア ンス パー トナ ー 


ジェ イミ ー・ ド ラモン ド 
共同 創設 者 、ONE Campaign グロ ー バ 
ル スト ラテ ジス ト 、 


戦略 の 共有 


ダニ エル ・ ゲ ア ま ヨプ ロス え 
社長 室長 ロッ ク フ ェ ラー 財団 


ヴィ シャ ル ・ グ ジャ ドゥ ル 


避 所 長 


開発 政策 と 財政 ビル & メ リン ダ ・ ゲ 


イツ 財団 


フィ ル モ ナ ・ ハ イレ マイ ケル 
米国 政策 お よび 政府 問題 担当 
レタ 交 一 

地球 市 民 


マイ ク ・ ハ グマ ン 
クラ イメ ー ト ・ フ ァ イ ナ ンス ・ チ ルド レン 





ズ ・ イ ン ベ ス トメ ント ・ フ ァ ン ド 財 団 ディ 











レク ター 


ジレ ア * ビ ピー ジー 
ディ レク ター 


E3G 


ニー ル ・ キ ング 
ライ ター、 元 グロ ー バ ル 
経済 編集 者 


ウォ ー ル スト リー ト ジ ャ ー ナ ル 


デビ ッ ド ・ マ ク ネ ア 
エグ ゼクティ ブ ディ レク ター、 グ ロー バル ポリ 


シー ONE キャ ン ペ ー ン 


マイ ク ・ マ ルド ゥ ー ン 

マネ ー ジ ング ・ デ ィ レ クタ ー、 イ ノ ベ ー テ ィ ブ ・ 
ファ イナ ンス 

ロッ ク フ ェ ラー 財団 


ロー ニン ・ パ ー マ ー 
アソ シ エ イ トディ レク ター 


E3G 


マー ク ・ プ ラン ト 
シニア *・ ポ リ シ ー・ フ ェ ロ ー 


グロ ー バ ル 開 発 セ ンタ ー 


ジェ フリ ー・ サ ックス 教授 

ラン セッ ト COVID-19 委員 会 要員 長 、 国 
連 サ ステ ナブ ル 

開発 ソリ ュー ショ ン ネ ットワーク 


ラジ ブ ・J・ シ ャ ー 博 士 
大 統領 
ロッ ク フ ェ ラー 財団 


ニコ ラス ・ ス ター ン 卿 
教授 


ロン ドン ・ ス クー ル ・ オ ブ ・ エ コノ ミク ス 


マリ ー・ サ リバ ン 
最高 経営 作者 (CEO 


サリ バン の 戦略 


ロー レン ス ・H・ サ マー ズ 

名 誉 会 長 と チャ ー ル ズ ・W・ エ リオ ッ ト 
大 学 教授 

ハー バー ド 大 学 


シル ビア ・ ウ ォ ー レ ン 
アソ シ エ イ ト パ ー ト ナー 


ダル バー グ ・ ア ドバイ ザー ズ 
キラ ン ・ ウ ィ ル モッ ト 
シニア プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ ー 


ダル バー グ ・ ア ドバイ ザー ズ 


設計 : AHOY ス タ ジ オ 
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